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平成２１年度予算における主な事業

１ 市民が大切にされるまちづくり

【保険年金課】継続 特定健康診査事業（ ） ２０，７５５千円国民健康保険特別会計

メタボリックシンドローム対策として、糖尿病や高脂血症などの生活習

慣病の発症や重症化を予防することを目的とした特定健診の受診率を向上

させるとともに、健診受診者を対象に、生活習慣病のリスク要因に応じた

保健指導を実施。

【健康課】継続 メンズ・レディース健診事業 １，８００千円

低年齢化する生活習慣病対策の一環として、若年齢者（４０歳未満）の

健診を実施し、早期からの生活習慣の改善を図る。

【 】継続 高齢者地域支援事業（ ） ７９，１６７千円介護保険特別会計 高齢･介護保険課

（介護予防事業）

・通所型介護予防事業 １６，６０５千円

・地域介護予防活動支援事業 ８，５００千円

（ふれあいいきいきサロン等活動支援）

・特定高齢者把握事業 ２，２５０千円 ほか

（包括的支援・任意事業）

・地域自立生活支援事業(配食ｻｰﾋﾞｽ) １５，０００千円

・認知症高齢者見守り事業 ４，９９７千円 ほか

【 】継続 障害者地域生活支援委託事業 ４８，８８１千円 児童･障害福祉課

・相談支援事業委託料 １８，７００千円

・地域活動支援センター事業委託料 １６，０００千円

・日中一時支援事業委託料 ４，０００千円

・移動支援事業委託料 ３，０００千円 ほか

【 】継続 乳幼児はぐくみ医療助成事業 ５６，１０８千円 児童･障害福祉課

０歳～７歳未満までの乳幼児に対する医療費を助成し、子育て支援の充

実を図る （平成１９年度より所得制限を撤廃 ）。 。

【教育総務課】継続 預かり保育事業 １８，８２１千円

脇町、江原南、重清東、穴吹、木屋平の各幼稚園で実施。市内全ての幼

稚園児が対象。
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【 】継続 ファミリーサポートセンター事業 ５，４１０千円 児童･障害福祉課

「育児の援助を行う人」と「育児の援助を受ける人」が会員となり、保

育所等へ子どもの送迎や保育所終了後の子どもの預かりなど、地域のなか

で助け合いながら子育て支援を行う （Ｈ２０．１０末会員数２３１名）。

【 】拡充 放課後児童健全育成事業 ７，４００千円 児童･障害福祉課

脇町児童クラブの利用ニーズに応えるため、脇町小学校の空き教室を活

用して脇町第２児童クラブ（仮称）を開設。

【生涯学習課】継続 放課後子どもプラン事業 １３，５６０千円

学校施設等を活動拠点に、安全な子どもの居場所づくりと勉強やスポー

ツ・文化活動、地域住民との交流を図るもので、Ｈ２１には２１教室を

展開。参加児童数、開催回数の増加により前年度当初比４，５６０千円

の増。

【生涯学習課】継続 学校支援地域本部事業 １，６８２千円

地域の人々が持つ得意分野を活かし、学校運営の手助けを行うボランテ

ィア組織を設置し、地域全体で学校教育を支援。穴吹中学校校区で実施。

【教育総務課】継続 適応指導教室事業 ２，０００千円

市内に在籍する不登校児童・生徒の自立と学校復帰を支援するため、適

応指導教室を切久保小学校（休校中）に設置し、不登校児童・生徒の通室

指導を実施するとともに、教室に通えない児童・生徒の家庭訪問など、児

童・生徒の学校復帰に向けた活動を展開。

【生涯学習課】新規 脇町図書館指定管理事業 ２５，７４３千円

脇町図書館に指定管理者制度を導入し、利用時間などのサービス拡充を

図るもの （Ｈ２２～２３に５１，４８６千円の債務負担行為を設定 ）。 。

【教育総務課】継続 みまっこ健全育成事業 ３，５００千円

青少年の健全育成を図るため、児童・生徒の各種大会への出場助成を行

うとともに、教育やスポーツ、文化活動などで活躍した児童･生徒を表彰。

また、市関係の高校生、大学生等についても顕彰を実施。

２ 安心・安全・快適で便利なまちづくり

【消防本部】新規 消防・救急無線デジタル化事業 ２，８７０千円

消防・救急無線の県内全域デジタル化の前提となる基本設計費を負担。

県内各消防本部均等割。
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【消防本部】継続 消防団車庫等改築整備事業 ８，２４１千円

脇町方面隊分団再編事業に伴い、脇町第５分団、第６分団、第９分団で

実施 （Ｈ２１で完了）。

【教育総務課】継続 穴吹小学校耐震補強事業 １６９，２００千円

小学校校舎の安全性確保のため、穴吹小学校の耐震補強を実施 （Ｈ２０。

に実施設計済み）

【住宅管理室】継続 木造住宅耐震改修事業 ３，４２０千円

木造住宅の耐震改修を推進するため、耐震診断５０戸、耐震改修アドバ

イザー３戸、木造住宅にかかる耐震改修３戸を確保。

【建設課】継続 市道改良・舗装事業 ２５９，０００千円

市道の改良や舗装事業を１８路線で実施。

３ 環境と調和するまちづくり

【環境衛生課】新規 生ゴミ減量化対策事業 ０千円

（ゼロ予算事業）段ボールコンポストの利用を推進し生ゴミ減量運動を展開。

【下水道課】継続 公共下水道管梁埋設事業 ２２１，０００千円

Ｈ２０に引き続き、舞中島地区において管梁埋設工事を実施 （公共下水。

道事業特別会計）

【関係各課】新規 公共施設下水道施設接続事業 １７，２７０千円

【契約管財課】・美馬庁舎等（農業集落排水） ７，１７２千円

（うち４，０２２千円は美馬西部消防組合等からの負担金）

【教育総務課】・喜来小学校（農業集落排水） ７，０９８千円

【住宅管理室】・中島団地・明連団地（公共下水）３，０００千円

【下水道課】継続 合併処理浄化槽設置補助金 ３２，３８３千円

・新設設置：５人槽・２４基、７人槽・３４基、１０人槽・１基

・転換設置：５人槽・１３基、７人槽・２６基、１０人槽・２基

４ 活力がみなぎるまちづくり

【監理課】継続 まちづくり交付金事業 １４５，６５０千円

脇町・うだつの町並みとその周辺の面的整備すすめることで、観光客の

増加や滞在時間の拡大を図る。
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・市道改修事業 ５０，０００千円

・脇町劇場（オデオン座）改修 ４８，０００千円

・天神池周辺遊歩道整備 ３５，５００千円

・まちづくり調査・ワークショップ ９，３００千円 ほか

【農政課】継続 中山間総合整備事業 ２６２，４５０千円

（美馬地区）

・営農飲雑用水事業 １６６，６５０千円

・営農飲雑用水事業（市単独事業） ５０，２５０千円

・農業用用排水野田ノ井北線 ５，０５０千円

（穴吹清流地区）

・農道支納渕名線改良事業 ４０，５００千円

【農政課】継続 県営中山間総合整備負担金事業 ５３，０００千円

脇中央地区で実施される県営中山間総合整備事業負担金。

【林政課】継続 「緑の循環」森林資源調査事業 １５，０００千円

山林（４００ｈａ）の境界確定及び資源調査を実施。

【林政課】継続 治山林道事業 １９９，４９４千円

・林道開設（７路線） １６２，５３０千円

・林道舗装（１路線） ４，０００千円

・県営森林基幹道開設（４路線） ２５，８１４千円ほか

【特産品担当】継続 特産品開発事業 １，５００千円

農林水産物等の特産品化に向けて、開発・販路開拓に取り組み、美馬ブ

ランドの創出をめざす。

５ 人が集い、交流が生まれる魅力あるまちづくり

【 】新規 まほろばサポーター基金事業 ２，１１５千円 ふるさと振興課

ふるさと納税をしていただいた方を「まほろばサポーター」と位置づけ

て、寄附金を基金に積み立て、サポーターから指定された事業を翌年度に

実施。

まほろばサポーター支援事業（Ｈ２０基金積立・Ｈ２１年度実施）

・ みまっこ育成」サポーター ２件・ ５０千円「

・ 歴史の風景」サポーター ４件・ １９０千円「

・ 清流と水源の里」サポーター ４件・ ３３０千円「

・ 市長におまかせ」サポーター １５件・１，５４５千円「



- 13 -

【福祉環境課】継続 剣山登山バスの運行 １，６１９千円

木屋平滝宮から中尾山高原を経て剣山見越までの間に登山バス・季節

便を運行 （年間９１日・２便／日）。

【 】継続 定住促進事業 ３９３千円 ふるさと振興課

近畿美馬市ふるさと会会員を対象に体験交流事業を実施。

６ 市民と行政による共創・協働のまちづくり

【 】継続 自治会共創と協働モデル事業 ５，０００千円 ふるさと振興課

２つ以上の自治会が連携した広域自治会が、自ら実践する地域づくりの

ための地域計画を策定し、地域づくりを推進するモデル地区を選定して事

業を展開。

拡充 地域情報ネットワークシステム運営事業

【情報電算課】８５，１２８千円

地域情報化基盤整備事業により市内全域に整備した光ファイバー網をサ

ービス提供事業者に貸出し、ケーブルテレビや高速インターネットなどの

サービスを市民に提供 （うち６７，９３８千円は提供事業者から使用料）。

【秘書広報課】新規 「市民チャンネル」作成事業 ２，０００千円

ケーブルテレビ徳島が配信している自主放送番組に美馬市専用枠を設け

美馬市から視聴者へ情報を発信。


